
第 32回岡山もも脳ネット運用会議 議事録 
 
開催日時：平成 25年 10月 2日（水）19：00～20：00 
開催場所：岡山赤十字病院 センター棟 4階 研修室 
 
出席者：赤磐医師会病院（福島 Ns、道越MSW） 
    岡村一心堂病院（山本 Ns、佐々木 OT、田村MSW） 
    岡山医療センター（奈良井 Dr、鳥越 Ns、吉田 PT、高渕MSW） 
    岡山旭東病院（中嶋 Dr、片岡 PT、白神MSW、白澤事務） 
    岡山光南病院（宮森 Dr、松井 Ns、知野見 PT、斉藤MSW、西村MSW） 
    岡山済生会総合病院（岡崎 Ns、藤井 Ns、三上 PT、宮田MSW、新居事務） 
    岡山市立金川病院（久米 PT、森重MSW） 
    岡山市立市民病院（桐山 Dr、山本 Ns、源内 Ns、梅田 Ns、菊井 PT、松尾MSW） 
    岡山赤十字病院（片岡 Dr、西本 Dr、徳永 Ns、山田 Ns、井並 Ns、豊島 Ns、内藤MSW、 

橘MSW、中村MSW、中野MSW） 
    岡山大学病院（広森 Ns、石橋MSW） 
    岡山中央病院（福場MSW、藤井MSW） 
    岡山中央奉還町病院（宮島 OT、山本MSW） 
    岡山東部脳神経外科岡山クリニック（山根 Ns、安井事務） 
    岡山リハビリテーション病院（森田 Dr、戸川 Ns、井上 Ns、盛谷MSW） 
    岡山労災病院（片山 Dr、武田 PT、松下MSW） 
    梶木病院（今城 Ns、塚本 Ns、山崎 PT、合田事務） 
    川崎医科大学附属川崎病院（井上 Dr、岩永 Dr、清水 Ns、高月 Ns、中野 Ns、大西 PT、

光永 OT、安永 ST、鈴木MSW、森分事務、小野事務） 
    草加病院（浅野 PT） 
    倉敷紀念病院（中野MSW） 
    倉敷成人病センター（守谷事務） 
    倉敷リハビリテーション病院（岡本 Ns、久本 Ns） 
    児島中央病院（古谷 Dr、田中 PT、小西事務） 
    小林内科診療所（畑山 Ns、羽村 PT、藤井事務） 
    近藤病院（初岡MSW） 
    済生会吉備病院（中村 Ns、伊藤 PT、岩藤MSW） 
    さとう記念病院（大田MSW） 
    佐藤病院（掛田 PT、宇民MSW） 
    重井医学研究所附属病院（鈴井 Ns、牧野MSW、中井MSW） 
    しげい病院（高山 Ns、小野MSW、河原事務） 
    高梁中央病院（川上 OT、樋口MSW） 
    瀬戸内市民病院（丹生 Ns、石井MSW） 
    高梁中央病院（村上 Ns、服部 OT、三尾MSW） 
    玉野市民病院（細川 Ns、黒原 PT、矢敷MSW） 
    たまメディカルリハビリテーションクリニック（永田事務） 
    津山第一病院（万代 PT、横山事務） 
    備前市立吉永病院（野面 PT、伊藤 ST） 
    藤田病院（赤木 PT、高橋MSW） 
    宮本整形外科病院（川山 PT、吉房MSW） 
    竜操整形外科病院（村上 Ns） 



    ＜在宅ワーキンググループ＞ 
    大橋内科医院（大橋 Dr） 

岡山県介護支援専門員協会（丸田 CM、谷 CM、宮地 CM） 
岡山県歯科衛生士会（松尾歯科衛生士） 

    岡山歯科医師会（相坂 Dr、熊代 Dr、角谷 Dr、山本 Dr） 
    こうなんクリニック（西崎 Dr） 
    備前保健所（平田 PHN） 
     

                     計 43施設 122名（敬称略・五十音順） 
                          医療関係：37施設 111名 
                          在宅グループ：6施設 11名 
 
 
①運用状況報告 
（1）大腿骨頚部骨折パス（岡山赤十字病院：片岡 Dr） 
  平成 25年 6月 1日～8月 31日のデータを集計 
  ・自宅、病院以外の退院先は全て“施設”として集計しているが、施設の定義を考えなければ 

ならない。 
  【急性期】 
   ・全体的に在院日数が約 5日間短縮している。目立って短縮しているのは、日赤・国立・旭 

東・岡山市民であった。 
・約半数（55％）の患者が連携先へ転院している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  【回復期】 
   ・在院日数は、前々回 60日、前回 47日、今回 45日と短縮傾向にある。 
   ・退院先としては、自宅退院率が 80％と著明に増加している。 
   ・退院時に歩行獲得している患者の割合も開始当初からみると増加している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（2）脳卒中パス（川崎病院：岩永 Dr） 
  急性期 10病院、回復期 22病院の平成 25年 6月 1日～8月 31日のデータを集計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ・平均在院日数は昨年と比較して若干短縮している。 
  ・回復期からの在宅復帰率は 6割程度と昨年と変わらない。 
 



②これからの事業展開について（川崎病院：井上 Dr） 
 ・事務局が川崎病院へ移管し、8月 22日にコアメンバー会議を開催した。 
 ・今後、（1）定款について、（2）パスの見直し、（3）晴れやかネット、（4）市民フォーラムの 4 

つについて取り組む必要があるが、全体で同時進行していくことは難しいため、それぞれ委員 
会という形で進めていきたい。コアメンバー会議で進捗状況を発表し、運用会議で報告してい 
く方針。委員会の中心となる委員は以下の通り。 
（1）川崎病院・井上 Dr、金川病院・大森 Dr 
（2）岡山赤十字病院・片岡 Dr（頚部骨折）、岡山労災病院・片山 Dr（脳卒中）、岡山リハビリ 

テーション病院・森田 Dr（回復期） 
  （3）こうなんクリニック・西崎 Dr、川崎病院・井上 Dr 
  （4）川崎病院・岩永 Dr、岡山市民病院・桐山 Dr、岡山旭東病院・野間 OT 
 
③定款について（川崎病院：井上 Dr） <資料> 
 ・事務局で素案の素案を作成した。コンセプトとしては、今の状況を文書にする形。 
 ・理事長は置かないが、理事会という形をとってやっていきたい。 
 ・会員についての条件は設けない。 
 ・決定事項は最終的には総会（現在の運用会議）で決定していく。 
 ・幹事病院は持ち回りで運用していく。 
 ・みなさんの意見をもらいながら作り上げていきたい。 
 
④市民フォーラムについて（川崎病院：岩永 Dr） 
 ・創作劇は岡山旭東病院・野間 OTへ依頼している。 
・ 場所：岡山シンフォニーホール 

・講演会場：４階大ホール 
     ・特設会場：３階イベントホール 
・時間：平成 26年 1月 18日（土）12時受付開始 13時から 16時 

 ・講演：①脳卒中  
座長：岡山労災病院 片山 伸二 先生  
講師：岡山大学病院 山下 徹 先生  
②大腿骨頸部骨折 
座長：岡山赤十字病院 片岡 昌樹 先生  
講師：岡山リハビリテーション病院  森田 能子 先生  

 ・リフレッシュ体操：川崎病院 リハビリテーションセンター 
 ・創作劇：前回は脳卒中についてであったため、今回は頸部骨折について 
      発症後のみならず、予防的観念を重視する 
      今月中にコンセプトや枠組みを作り、その段階で参加者を募る方針 
      全体として市民の「理解・安心・自覚」をテーマにしたい 
 
⑤連携パスの見直しについて（岡山労災病院：片山 Dr） 
 ・平成 21年 4月から 5年経過したこと、来年度からの晴れやかネットへの移行がきっかけ。 
 ・具体的には未定。それぞれの委員で各分野の意見を集約し SEへ依頼していく形になる。 
 
⑥晴れやかネットについて（こうなんクリニック：西崎 Dr） 
・今年の 1月より晴れやかネットを使ってのカルテ開示、カルテ閲覧が行われている。晴れやか 
ネットの拡張機能を用いて「もも脳ネット連携パス」を運用すると現在 CDでやり取りをして 
いる連携パスをWeb上でやり取りすることができるようになる。利便性の向上、事務作業労力 



の軽減になる。来年 2月より運用を開始する予定。 
 ・全病院が晴れやかネットに参加しないといけないというものではない。便利なものであり、出 

来るだけ参加してやっていってはどうか？というもの。 
  
⑥『もも脳ネット ワールドカフェ』共催について（こうなんクリニック：西崎 Dr） 
 ・岡山県介護支援専門員協会との共催 
 ・平成 25年 11月 30日（土）13時～受付、13時 30分～16時 30分 コンベックス岡山 
 ・事務局より改めて案内の予定 
 
⑦その他 
 ・第 14回コアメンバー会議 
  平成 25年 11月 27日（水）19時 川崎医科大学附属川崎病院 北館 2階 ホール 
 
 ・次回運用会議 

平成 25年 12月 17日（水）19時 岡山医療センター 西棟 8階 大研修室 
  幹事：川崎医科大学附属川崎病院 
 

 
（書記：橘） 



<資料> 
もも脳ネット 定款（案） 

 
 

第１章  総則 
 
（名称）  
第１条 この会は、もも脳ネットという。  
 
 

第２章  目的及び事業 
 
（目的）  
第２条 この会は、一般市民に対して、大腿部頸部骨折及び脳卒中を中心とする地域医療連携に関

する事業を行い、地域医療連携が継ぎ目なく円滑に行われ、良質の医療が提供されること
を目的とする。 

 
（活動の種類）  
第３条 この会は、前条の目的を達成するため、次の種類の活動を行う。  

(1) 保健、医療又は福祉の増進を図る活動  
(2) 情報化社会の発展を図る活動 
(3) 科学技術の振興を図る活動 
(4) 前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動 

 
（事業の種類）  
第４条  この会は、第２条の目的を達成するため、次の事業を行う。  

(1) 地域医療連携に関する調査研究事業 
(2) 地域医療連携に関する情報収集及び情報提供事業 
(3) 地域医療連携を実践する自治体、法人など団体等への助言および支援事業 
(4) 地域医療連携に関する普及啓発事業 

① 機関紙、研究報告書の発行  
② ホームページの開設･運営 
③ 市民フォーラムの開催 

(5) 地域医療連携に関わる国内外の団体との情報交換及びネットワーク構築事業  
(6) その他この会の目的を達成するために必要な事業  

 
 

第３章  会員 
 
（正会員） 
第５条 この会の正会員は、次のとおりとする。 

この会の目的に賛同して入会し、この会の活動に参加する個人及び団体 
 
（入会） 
第６条 会員の入会については、特に条件は定めない。   

２ 会員として入会しようとする者は、事務局に申し出るものとする。  



３ 事務局は、前項の申し込みがあったとき、正当な理由がない限り入会を認めなければなら
ない｡  

４ 事務局は、第２項のものの入会を認めないときは、速やかに理由を付した書面をもって本
人にその旨を通知しなければならない。  

 
（会員の資格の喪失）  
第７条 会員が次の各号の一に該当する場合には、その資格を喪失する。  

(1)  退会届の提出をしたとき｡  
(2)  本人が死亡し、又は会員である団体が消滅したとき。 
(3)  除名されたとき。  

 
（退会） 
第８条 会員は、事務局に申し出ることにより、任意に退会することができる。  
 
（除名）  
第９条 会員が次の各号の一に該当するに至ったときは、理事会の議決により、これを除名するこ

とができる｡ この場合、その会員に対し、議決の前に弁明の機会を与えなければならない。 
(1)  この定款に違反したとき。  
(2)  この会の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき。  

 
（拠出金品の不返還） 
第10条 既に納入した拠出金品は、返還しない。  
 
 

第４章  役員 
 
（種別及び定数） 
第11条 この会に、次の役員を置く。 

(1)  理事１０人以上 
(2)  監事１人以上  ２人以内   

 
（選任等）  
第12条 理事及び監事は、総会において選任する。  

２ 監事は、理事又はこの会の職員を兼ねることができない｡  
 
（職務）  
第13条 理事は、すべてこの会の業務について、この会を代表する。 

２ 理事は、理事会を構成し、この定款の定め及び総会または理事会の議決に基づき、この会
の業務を執行する。  

３ 監事は、次に掲げる業務を執行する。  
(1) 理事の業務執行の状況を監査すること。  
(2) 前号の規定による監査の結果、この会の業務に関し不正行為又は定款に違反する重大

な事実があることを発見した場合には、これを総会に報告すること。  
(3) 前号の報告をするために必要がある場合には、総会を招集すること。  
(4) 理事の業務執行の状況について、理事に意見を述べ、若しくは理事会の招集を請求す

ること。  



 
（任期等）  
第14条 役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。  

２ 前項の規定にかかわらず、総会で後任の役員が選任されていない場合に限り、任期の末日
後最初の総会が終結するまでその任期を伸長することができる。  

３ 補欠のため、又は増員により就任した役員の任期は、それぞれの前任者又は現任者の任期
の残存期間とする。  

４ 役員は、辞任又は任期終了後においても、後任者が就任するまでは、その職務を行わなけ
ればならない。  

 
（欠員補充）  
第15条 理事又は監事のうち、その定数の３分の１を超える者が欠けたときは、遅滞なくこれを補

充しなければならない。  
 
（解任）  
第16条 役員が次の各号の一に該当する場合には、総会の議決により、これを解任することができ

る。 この場合、その役員に対し、議決する前に弁明の機会を与えなければならない。  
(1)  心身の故障のため、職務の遂行に堪えないと認められるとき。  
(2)  職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があったとき。  

 
 

第５章  総会 
 
（種別）  
第17条 この会の総会は、通常総会及び臨時総会、運用総会の３種とする。  
 
（構成）  
第18条 総会は、正会員をもって構成する。  
 
（権能）  
第19条 総会は、以下の事項について議決する。  

(1) 定款の変更  
(2) 解散  
(3) 合併  
(4) 事業計画 
(5) 事業報告 
(6) 役員の選任又は解任、職務及び報酬  
(7) 連携パスの運用状況報告 
(8) その他運営に関する重要事項  

 
（開催）  
第20条 通常総会は、毎事業年度１回開催する。  

２ 臨時総会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。  
(1) 理事会が必要と認め招集の請求をしたとき。  
(2) 正会員総数の５分の１以上から会議の目的である事項を記載した書面をもって招集

の請求があったとき。  



(3) 第１３条第３項第３号の規定により、監事から招集があったとき。  
３ 運用総会は、年４回開催する。 

 
（招集） 
第21条 総会は、前条第２項第３号の場合を除いて、理事が招集する。  

２ 理事は、前条第２項第１号及び第２号の規定による請求があったときは、その日から３０日
以内に臨時総会を招集しなければならない。  

３ 総会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面又は電子メ
ールにより、少なくとも７日前までに通知しなければならない。  

 
（議長）  
第22条 総会の議長は、その総会において、出席した正会員の中から選出する。  
 
（定足数）  
第23条 総会は、正会員総数の３分の１以上の出席がなければ開催することはできない。  
 
（議決）  
第24条 総会における議決事項は、第２１条第３項の規定によってあらかじめ通知した事項とする。

ただし、議事が緊急を要するもので、出席した正会員の２分の１以上の同意があった場合
は、この限りではない。  

２ 総会の議事は、この定款に規定するもののほか、出席した正会員の過半数をもって決し、
可否同数のときは、議長の決するところによる。  

３ 理事又は正会員が総会の目的である事項について提案した場合において、正会員の全員が
書面により同意の意思表示をしたときは、当該提案を可決する旨の総会の決議があったも
のとみなす。 

 
（表決権等）  
第25条 各正会員の表決権は平等なるものとする。  

２  やむを得ない理由のため総会に出席できない正会員は、あらかじめ通知された事項につい
て書面をもって表決し、又は他の正会員を代理人として表決を委任することができる。 

３  前項の規定により表決した正会員は、第２３条、前条第１項及び第２項、次条第１項第２
号及び第４７条の適用については総会に出席したものとみなす。  

４  総会の議決について、特別の利害関係を有する正会員は、その議事の議決に加わることが
できない。  

 
（議事録）  
第26条 総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。  

(1)  日時及び場所  
(2)  正会員総数及び出席者数（書面表決者又は表決委任者がある場合にあっては、その数

を付記すること。）  
(3)  審議事項  
(4)  議事の経過の概要及び議決の結果  
(5)  議事録署名人の選任に関する事項  

２ 議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人２人以上が署名、押印し
なければならない。  

３ 前２項の規定に関わらず、正会員全員が書面により同意の意思表示をしたことにより、総



会の決議があったとみなされた場合においては、次の事項を記載した議事録を作成しなけ
ればならない。 
(1)  総会があったものとみなされた事項の内容  
(2)  前号の事項の提案をした者の氏名又は名称  
(3)  総会の決議があったものとみなされた日  
(4)  議事録の作成に係る職務を行った者の氏名  

 
（幹事病院）  
第27条 総会の運営を行うため、理事会の議決により幹事病院を定める。 

  ２ 幹事病院は、以下の病院が持ち回り担当することとする。 

    ・独立行政法人国立病院機構 岡山医療センター 

    ・総合病院岡山赤十字病院 

    ・川崎医科大学附属川崎病院 

    ・一般財団法人操風会 岡山旭東病院 

    ・医療法人自由会 岡山光南病院 

    ・総合病院岡山市立市民病院 

    ・社会医療法人鴻仁会 岡山中央奉還町病院 

    ・一般財団法人操風会 岡山リハビリテーション病院 

    ・独立行政法人労働者健康福祉機構 岡山労災病院 

  ３ 幹事病院は総会を運営し、また、議事を記録するため議事録を作成する。 

 
 

第６章  理事会 
 
（構成）  
第28条 理事会は、理事をもって構成する。  
 
（権能）  
第29条 理事会は、この定款で定めるもののほか、次の事項を議決する。  

(1)  総会に付議すべき事項  
(2)  総会に議決した事項の執行に関する事項  
(3)  その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項  

 
（開催）  
第30条 理事会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。  

(1)  ５名以上の理事から会議の目的である事項を記載した書面をもって招集の請求があ
ったとき。  

(2)  第１３条第３項第４号の規定により、監事から招集の請求があったとき。 
 
（招集）  
第31条 理事会は、理事が招集する。  

２  理事は、前条第１号及び第２号の規定による請求があったときは、その日から３０日以内
に理事会を招集しなければならない。  

３  理事会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面又は電子



メールをもって、少なくとも７日前までに通知しなければならない。  
 
（議長）  
第32条 理事会の議長は、その理事会において、出席した理事の中から選出する。  
 
（議決）  
第33条 理事会における議決事項は、第３１条第３項の規定によってあらかじめ通知した事項とす

る。ただし、議事が緊急を要するもので、出席した理事の２分の１以上の同意があった場
合は、この限りではない。 

２  理事会の議事は、理事総数の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するとこ
ろによる。  

 
（表決権等）  
第34条 各理事の表決権は、平等なるものとする。  

２  やむを得ない理由のため総会に出席できない理事は、あらかじめ通知された事項について
書面をもって表決することができる。  

３  前項の規定により表決した理事は、前条第１項及び第２項、次条第１項第２号の適用につ
いては、理事会に出席したものとみなす。  

４  理事会の議決について、特別の利害関係を有する理事は、その議事の議決に加わることが
できない。  

 
（議事録）  
第35条 理事会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。  

(1)  日時及び場所  
(2)  理事総数、出席者数及び出席者氏名（書面表決者にあっては、その旨を付記すること。）  
(3)  審議事項  
(4)  議事の経過の概要及び議決の結果  
(5)  議事録署名人の選任に関する事項  

２  議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人２人以上が署名、押印し
なければならない。  

 
第７章  委員会 

 
（定義） 

第36条 もも脳ネットの運営に必要となる専門的な事項を審議するため、委員会を設置する。 

２ 委員会の設置は、理事会の議決によるものとする。 

 

（構成） 

第37条 委員会は、理事会の議決を経て、正会員の中から委員若干名をもって組織する。 

 

（委員長） 

第38条 委員会の委員長は、理事会の議決により、理事の中から選任する。 

２ 委員長は、委員会を招集し、議長となる。 

 



（任期） 

第39条 委員会の委員の任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。 

 

（議事録） 

第40条 委員会の議事については、委員長の指名する書記が議事録を作成する。  

 

 

第８章  事務局 

 

（定義） 

第41条 もも脳ネットの運営に係る事務手続を遂行するため、事務局を設置する。 

 

（設置） 

第42条 事務局の設置は、理事会の議決によるものとする。 

２ もも脳ネットの事務局は、川崎医科大学附属川崎病院に設置する。 

 

（業務） 

第43条 事務局は、ホームページへの情報掲載、メーリングリストの管理、コアメンバー会議の運

営及び議事録の作成を行う。 

 

 
第９章  事業運営 

 
（事業計画）  
第44条 この会の事業計画は、理事が作成し、総会の議決を経なければならない。  
 
（事業報告）  
第45条 この会の事業報告書は、毎事業年度終了後、速やかに、理事が作成し、監事の監査を受け、

総会の議決を経なければならない。  
 
（事業年度）  
第46条 この会の事業年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。  
 
 

第１０章  定款の変更、解散及び合併 
 
（定款の変更）  
第47条 この会が定款を変更しようとするときは、総会に出席した正会員の４分の３以上の多数に

よる議決を経なければならない。  
 
（解散）  
第48条 この会は、次に掲げる事由により解散する。  



(1)  総会の決議  
(2)  目的とする特定非営利活動に係る事業の成功の不能  
(3)  正会員の欠亡  
(4)  合併  

２  前項第１号の事由によりこの会が解散するときは、正会員総数の４分の３以上の承諾を得
なければならない。  

 
（合併）  
第49条 この会が合併しようとするときは、総会において正会員総数の４分の３以上の議決を得な

ければならない。  
 
 

第１１章  雑則 
 
（細則）  
第50条 この定款の施行について必要な細則は、理事会の議決により、これを定める。  
 
 
附則  
1  この定款は、平成２６年１月１日から施行する。  
2  この会の定款施行当初の役員は、別表のとおりとする。  
3  この会の定款施行当初の役員の任期は、第１４条第１項の規定にかかわらず、平成２６年６月３
０日までとする。  

4  この会の定款施行当初の事業年度は、第４６条の規定にかかわらず、定款施行開始の日から平成
２６年３月３１日までとする。  

 



 
別表 
 
定款施行開始当初の役員  
役職名   氏名 
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
理事     
監事     
監事     

 


